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進捗報告
静的解析ツールで検出されなかったバグを含むコードクローンの特徴分析

発表者：野口耕二朗
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背景，目的
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背景

● コードクローンの多くは無害であり，全て除去するのは
効率的でない

● 効率的にコードクローンを除去するにはどのようなコー
ドクローンを優先的に除去すべきかを知る必要がある
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目的・アプローチ

● 目的

– どのようなコードクローンに不具合が混入しやすいか
を明らかにする

● アプローチ

– 不具合が混入したコードクローンのソースコードやコ
ードクローンに結びついた不具合票の特徴を調査す
る
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分析手法
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リサーチクエスチョン

● RQ1 ： ITS で報告された不具合と静的解析ツールで検
出された不具合の両方を含むクローンはどれだけ存在
するか

● RQ2 ：静的解析ツールで検出されなかった不具合を含
むクローンのソースコードの特徴はどのようなものか

● RQ3 ：静的解析ツールで検出されなかった不具合を含
むクローンの不具合票の特徴はどのようなものか
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RQ1 の詳細

GIT
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e.java

不具合修正コミットで修正さ
れたコードクローン

コードクローンが修正されて
いるためこのリビジョンで静
的解析を行っても修正前の
解析結果が得られない

コードクローンが修正される
前のリビジョンであるため
個々で静的解析を行う
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静的解析
ツールが
検出した
バグ
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マージコミットの場合

GIT

R

R-1

R-2

R-3

R’-1

R’-2

不具合修正コミット

このリビジョンで静
的解析を行う
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RQ2 の詳細

全体のクローン片

BTS で 報 告 さ れ た
不具合を含むクロー
ン片

FindBugs で 検 出 さ れ
たバグを含むクローン
片

RQ1～ RQ3の分析範囲

この部分のクロ
ーン片とそれ以
外のクローン片
のソースコード
メトリクスを計
測し，どのよう
な違いがあるか
を比較する
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RQ3 の詳細

全体のクローン片

BTS で 報 告 さ れ た
不具合を含むクロー
ン片

FindBugs で 検 出 さ れ
たバグを含むクローン
片

RQ1～ RQ3の分析範囲

この部分のクロ
ーン片に結びつ
いた不具合表
の内容を目視
し，何か特徴が
あるかを調べる
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進捗状況
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現在の進捗状況

● RQ1 の途中

● 卒論の執筆途中


	ページ 1
	ページ 2
	ページ 3
	ページ 4
	ページ 5
	ページ 6
	ページ 7
	ページ 8
	ページ 9
	ページ 10
	ページ 11
	ページ 12
	ページ 13

